
見つめてみよう、こどもの個性

後半は、
保護者がわが子の
専属カメラマンと

なって撮影ふれあいタイム！
お部屋はカーペット敷の多目的室。
ハイハイしたり、寝っ転がったり、
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ご出産を迎えたお母さん、
待ち望んだ家族、未来のお子様への

最初の奇跡と感動をお贈りするフォト
グラファー。新生児の赤ちゃん、
1歳の誕生日から七五三までを撮影し
活躍。撮影では、生後日数や入眠の
タイミングが異なるさまざまなお子様
の入眠を促し、新生児だけで500名

以上を撮影！

印西市市民活動推進課男女共同参画係0476-33-4431（直通）

ハプニングも

シャッターチャンス⁉

11月16日木曜日、
気持ちの良いお天気となったこの日は、
そうふけにある「ふれあい文化館」で男女

共同参画をテーマに、子育てとカメラの要素を
組み合わせた講座を行い、親子5組が集まりました！

講座の内容は、前半はフォトグラファーである講師のお話。
たくさんのこどもを撮影してきた講師による撮影

エピソードやこどものシャッターチャンスについてのお話に
保護者は笑ったり、思わずうんうん…！と頷いたり。

「この男の子は青より赤が好き！」、「この女の子は自動車が好き！」
といったお子様の「好き」に目を向けた撮影エピソードからは、
楽しむこどもの「好き」や「好奇心」を素直に受け止めると

見えてくる「個性」の瞬間をさまざまな写真とともに
お話頂きました。たくさんの親子を見てきた講師のお話には、
「〇〇だから●●だろう」といった誰しもがもっている先入観や
思い込みを改めて振り返る・個性を見つめ直す大切さを学びました。

背景の部屋は片付いてないし、食べ物をこぼしちゃった姿も、
へんてこな姿も、カメラに収めればそれは思い出に。

何気ない日常こそがシャッターチャンス！
ハプニングも、一呼吸おいてパシャリ。

落ち着いて見てみたら、意外と
笑えるかもしれない…？

時には泣いたり⁉参加したこども達は自由にのびのびと過ごしました。
「この一瞬を大切にしたい！」そんな風に思える講座は、参加者から
「今日の講座で大切な事に気付かされました」、「楽しかったです！」
と感想を頂きました。ご参加いただき、ありがとうございました。

男女共同参画係では、さまざまな講座、講演会を
企画してまいりますので、ぜひご参加ください！

NEXT▶女性の会主催「みんなで話そう防災講座＆座談会」

1/28（日）印西市中央公民館にて開催！
詳しくは広報いんざい12/15号に掲載予定です。



性について分解してみる
ジェンダー、多様性、

セクシュアリティ（性のあり方）…
色んな言葉、人、考え、思い、
それらが交差する今の時代。
今号は細分化・多様化する性を
分解して考えていく。

身体の性 性自認

性別表現

Sexual
Orientation
性的指向

Gender
Identity
性自認

愛情・恋愛感情や性的欲求の対象
がどの性別に向いているのか。

性的な関心の対象が無い人、性的
な関心そのものが無い人もいます。

自分が認識している性
私は男、私は女
私は男でも女でもある
私は男でも女でもない
私は自分の性別を決めたくない…

G   ay  ゲイ：男性同性愛者
男性⇒男性

B   isexual
バイセクシュアル
性的指向が同性にも異性にも向いている人
／相手の性別にこだわらない人

Heterosexual ヘテロセクシュアル：異性愛者
性的指向が異性に向いている人

Asexual
アセクシュアル
性愛の対象を持たない
／性的欲求そのものがない人

T ransgender
トランスジェンダー：性別越境者
出生登録時の性別と性自認が一致しない人
／違和感を感じている人

Cisgender シスジェンダー：性別適応
出生登録時の性別と同じ性別を
自認している人

Aromantic アロマンティック
恋愛感情が誰にも向かない人

Q   uestioning
クエスチョニング
特定の枠に属さない、典型的な男性／女性
ではないと感じている人

Gender
Expression
性表現

多様なジェンダーが認識されてきた現代
どんな人を好きになっても良い、自分の性別をどう認識しても良い

そのために、 SOGIという概念を分解して考えてみるSOGI

クィア
セクシャルマイノリティを包括する肯定的
な言葉。もともとは「風変わりな」という
意味で侮蔑語として使われていた。

Q   ueer

多様性を尊重するために

L   esbian レズビアン：女性同性愛者
女性⇒女性

アウティング（暴露）を防ぐ

アウティングとは、本人が公にしていないことを
他人が暴露すること。本人の了解を得ずに、公に
していない性的指向や性自認をその他の人に伝え
ることは、たとえ本人を思っての行動であっても
プライバシーの侵害となる。

決めつけをしない・否定しない

自分のアイデンティティを決められるのは、
自分だけ。約１０人から１１人がLGBTQである※

と考えられている。〇〇だから●●すべき、と
自分にとっての自然な振る舞いを否定されるこ
とは、自己のアイデンティティの確立に関わる。

アライとは、性的マイノリティを理解し応援する人
のこと。アライだと公表する人、言葉にしないけれ
どサポートする人、応援の仕方もさまざまだ。「ア
ライとは、誰もが安心して暮らし、働き、交流でき
る社会づくりを担う人」※という考え方もある。

（※『性的マイノリティサポートブック』「誰もがアライに」大賀一樹,原ミナ汰）

A lly（アライ）

個人を簡単には線引きできない

掲載したのは多様性の一部。なかには定義付けをし
たくない人もいる。マジョリティ（多数派）とされ
ている人たちも含め、一人ひとりの在り方は違う。
他人を１００％理解はできない。けれど、寄り添っ
たり、尊重したりすることはできるはずだ。（※LGBTQ当事者割合：電通ダイバーシティラボ2023年約9.7％、LGBT総合研究所2019年約10.0％）

SOGIに性表現を加え、SOGIEとも。
服装、髪型、言葉遣い、行動様式
など。性的指向・性自認と一致す
るとは限らない。


